
科目 目的 内容 時間数

介護保険制度及び地域包括
ケアシステムの動向

介護保険制度の動向を踏まえ、地域包括ケアシステ
ムの構築に向けた現状と課題、主任介護支援専門員
として果たすべき役割を再認識する。

・介護保険制度の最新の動向や地域包括ケアシステムの構築に向けた取組や課
題、地域包括ケアシステムの構築における介護支援専門員及び主任介護支援専門
員の役割について講義を行う。
・利用者やその家族を支援する上で関連する最新の制度、動向及び社会資源の活
用並びに関係機関等との連携やネットワーク構築に関する講義を行う。
・介護保険制度並びに介護支援専門員を取り巻く状況など現状で課題となっている
事項を踏まえた、介護支援専門員に対する指導、支援に関する講義を行う。

講義4時間

主任介護支援専門員として
の実践の振り返りと指導及び
支援の実践
・リハビリテーション及び福祉
用具の活用に関する事例

リハビリテーションや福祉用具の活用事例を用いて主
任介護支援専門員としての実践の振り返りを行うこと
により、リハビリテーションや福祉用具等の活用に係
る実践上の課題や不足している視点を認識し分析す
る手法を深める。
また、分析結果を踏まえた資質向上に必要な取組と
実践における改善策を講じることができる知識・技術
を修得する。

・各自が担当しているリハビリテーションや福祉用具の活用に関する主任介護支援
専門員としての実践事例について振り返り、意見交換等を通じて、課題や不足して
いる視点を認識し分析する。分析に必要な根拠を明確にすることにより改善策を講
じ、資質向上に向けた介護支援専門員に対する指導及び支援を実践することがで
きる知識・技術を修得する。
・リハビリテーションや福祉用具の活用をするに当たって重要となる医師やリハビリ
テーション専門職等との連携方法等ネットワークづくりの実践について、課題や不足
している視点を認識し分析する手法及び改善指導に関する講義を行う。
・リハビリテーションや福祉用具の活用を検討するに当たり、インフォーマルサービ
スも含めた地域の社会資源を活用したケアマネジメントの実践において、社会資源
の開発など地域づくりの視点を含め、課題や不足している視点を認識し分析する手
法及び改善指導に関する講義を行う。

講義及び演習6時間

主任介護支援専門員として
の実践の振り返りと指導及び
支援の実践
・看取り等における看護サー
ビスの活用に関する事例

看護サービスの活用が必要な事例を用いて主任介護
支援専門員としての実践の振り返りを行うことにより、
看護サービスの活用に係る実践上の課題や不足して
いる視点を認識し分析する手法を深める。
また、分析結果を踏まえた資質向上に必要な取組と
実践における改善策を講じることができる知識・技術
を修得する。

・各自が担当している看護サービスの活用に関する主任介護支援専門員としての
実践事例について振り返り、意見交換等を通じて、課題や不足している視点を認識
し分析する。分析に必要な根拠を明確にすることにより改善策を講じ、資質向上に
向けた介護支援専門員に対する指導及び支援を実践することができる知識・技能を
修得する。
・看護サービスを活用するに当たって重要となる医師や看護師等との連携方法等
ネットワークづくりの実践について、課題や不足している視点を認識し分析する手法
及び改善指導に関する講義を行う。
・看護サービスの活用を検討するに当たり、インフォーマルサービスも含めた地域の
社会資源を活用したケアマネジメントの実践において、社会資源の開発など地域づ
くりを含め、課題や不足している視点を認識し分析する手法及び改善に関する講義
を行う。

講義及び演習6時間

主任介護支援専門員として
の実践の振り返りと指導及び
支援の実践
・認知症に関する事例

認知症に関する事例を用いて主任介護支援専門員と
しての実践の振り返りを行うことにより、認知症の要
介護者等に関する実践上の課題や不足している視点
を認識し分析する手法を深める。
また、分析結果を踏まえた資質向上に必要な取組と
実践における改善策を講じることができる知識・技術
を修得する。

・各自が担当している認知症ケースに関する主任介護支援専門員としての実践事
例について振り返り、意見交換等を通じて、課題や不足している視点を認識し分析
する。分析に必要な根拠を明確にすることにより改善策を講じ、資質向上に向けた
介護支援専門員に対する指導及び支援を実践することができる知識・技能を修得
する。
・認知症の要介護者等並びに家族への支援に当たって重要となる医療職をはじめ
とする多職種、地域住民との連携方法等ネットワークづくりの実践について、課題や
不足している視点を認識し分析する手法及び改善指導に関する講義を行う。
・認知症の要介護者等の支援方法を検討するに当たり、インフォーマルサービスも
含めた地域の社会資源を活用したケアマネジメントの実践おいて、社会資源の開発
など地域づくりを含め、課題や不足している視点を認識し分析する手法及び改善指
導に関する講義を行う。

講義及び演習6時間

主任介護支援専門員として
の実践の振り返りと指導及び
支援の実践
・入退院時等における医療と
の連携に関する事例

入退院時等における医療との連携に関する事例を用
いて主任介護支援専門員としての実践の振り返りを
行うことにより、医療との連携に関する実践上の課題
や不足している視点を認識し分析する手法を深める。
また、分析結果を踏まえた資質向上に必要な取組と
実践における改善策を講じることができる知識・技術
を修得する。

・各自が担当している入退院時等における医療との連携に関する主任介護支援専
門員としての実践事例について振り返り、意見交換等を通じて、課題や不足してい
る視点を認識し分析する。分析に必要な根拠を明確にすることにより改善策を講じ、
資質向上に向けた介護支援専門員に対する指導及び支援を実践することができる
知識・技能を修得する。
・入退院時等において重要となる医療職をはじめとする多職種との連携方法等ネッ
トワークづくりの実践について、課題や不足している視点を認識し分析する手法及
び改善指導に関する講義を行う。
・入退院時における支援を検討するに当たり、インフォーマルサービスも含めた地域
の社会資源を活用したケアマネジメントの実践において、社会資源の開発など地域
づくりを含め、課題や不足している視点を認識し分析する手法及び改善指導に関す
る講義を行う。

講義及び演習6時間

主任介護支援専門員として
の実践の振り返りと指導及び
支援の実践
・家族への支援の視点が必
要な事例

家族への支援の視点が特に必要な事例を用いて主
任介護支援専門員としての実践の振り返りを行うこと
により、家族への支援の視点も踏まえた実践上の課
題や不足している視点等を認識し分析する手法を深
める。
また、分析結果を踏まえた資質向上に必要な取組と
実践における改善策を講じることができる知識・技術
を修得する。

・各自が担当している家族がへの支援が特に必要なケースに関する主任介護支援
専門員としての実践事例（地域や事業所の介護支援専門員に対する個別指導・支
援、地域や事業所における人材育成の実施、ネットワークづくりや社会資源の開発
など地域づくり）について振り返り、意見交換等を通じて、課題や不足している視点
等を認識し分析する。分析に必要な根拠を明確にすることにより改善策を講じ、資
質向上に向けた介護支援専門員に対する指導及び支援を実践することができる知
識・技能を修得する。
・家族に対する支援にあたり重要となる関係機関、地域住民をはじめとする多職種
との連携方法等ネットワークづくりの実践について、課題や不足している視点等の
認識と分析及び改善に関する講義を行う。
・家族支援が必要なケースを検討するに当たり、インフォーマルサービスも含めた地
域の社会資源を活用したケアマネジメントの展開の実践について、社会資源の開発
など地域づくりを含め、課題や不足している視点等の認識と分析及び改善に関する
講義を行う。

講義及び演習6時間

主任介護支援専門員として
の実践の振り返りと指導及び
支援の実践
・社会資源の活用に向けた関
係機関との連携に関する事
例

社会資源の活用に向けた関係機関との連携に関する
事例を用いて主任介護支援専門員としての実践の振
り返りを行うことにより、利用者が活用することができ
る制度に関する知識及び関係機関等との連携に係る
実践上の課題や不足している視点等を認識し分析す
る手法を深める。
また、分析結果を踏まえた資質向上に必要な取組と
実践における改善策を講じることができる知識・技術
を修得する。

・各自が担当している他制度（生活保護制度、成年後見制度等）を活用している主
任介護支援専門員としての実践事例（地域や事業所の介護支援専門員に対する個
別指導・支援、地域や事業所における人材育成の実施、ネットワークづくりや社会資
源の開発など地域づくり）について振り返り、意見交換等を通じて、課題や不足して
いる視点等を認識し分析する。分析に必要な根拠を明確にすることにより改善策を
講じ、資質向上に向けた介護支援専門員に対する指導及び支援を実践することが
できる知識・技能を修得する。
・他の制度を活用するにあたり重要となる関係機関、多職種との連携方法等ネット
ワークづくりの実践について、課題や不足している視点等の認識と分析及び改善に
関する講義を行う。
・他の制度を活用するに当たり、インフォーマルサービスも含めた地域の社会資源
を活用したケアマネジメントの展開の実践について、社会資源の開発など地域づくり
を含め、課題や不足している視点等の認識と分析及び改善に関する講義を行う。

講義及び演習6時間

主任介護支援専門員として
の実践の振り返りと指導及び
支援の実践
・状態に応じた多様なサービ
ス（地域密着型サービス、施
設サービス等）の活用に関す
る事例

状態に応じた多様なサービス（地域密着型サービス、
施設サービス等）の活用に関する事例を用いて主任
介護支援専門員としての実践の振り返りを行うことに
より、多様なサービスの活用に係る実践上の課題や
不足している視点を認識し分析する手法を深める。
また、分析結果を踏まえた資質向上に必要な取組と
実践における改善策を講じることができる知識・技術
を修得する。

・各自が担当している地域密着型サービス等の多様なサービスを活用している主任
介護支援専門員としての実践事例について振り返り、意見交換等を通じて、課題や
不足している視点を認識し分析する。分析に必要な根拠を明確にすることにより改
善策を講じ、資質向上に向けた介護支援専門員に対する指導及び支援を実践する
ことができる知識・技能を修得する。
・状態に応じた多様なサービスを活用するにあたり重要となる関係機関、介護サー
ビス事業者との連携方法等ネットワークづくりの実践について、課題や不足している
視点を認識し分析する手法及び改善指導に関する講義を行う。
・状態に応じて多様なサービスを活用したケアマネジメントの実践において、社会資
源の開発など地域づくりを含め、課題や不足している視点を認識し分析する手法及
び改善指導に関する講義を行う。

講義及び演習6時間

熊本県主任介護支援専門員更新研修カリキュラム



科目 目的 内容 時間数

介護保険制度及
び地域包括ケアシ
ステムの動向

介護保険制度の動向を
踏まえ、地域包括ケアシ
ステムの構築に向けた現
状と課題、主任介護支援
専門員として果たすべき
役割を再認識する。

・介護保険制度の最新の動向や地域包括ケア
システムの構築に向けた取組や課題、地域包
括ケアシステムの構築における介護支援専門
員及び主任介護支援専門員の役割について講
義を行う。
・利用者やその家族を支援する上で関連する最
新の制度、動向及び社会資源の活用並びに関
係機関等との連携やネットワーク構築に関する
講義を行う。
・介護保険制度並びに介護支援専門員を取り
巻く状況など現状で課題となっている事項を踏
まえた、介護支援専門員に対する指導、支援に
関する講義を行う。

講義4時
間

主任介護支援専
門員としての実践
の振り返りと指導
及び支援の実践
・リハビリテーショ
ン及び福祉用具
の活用に関する
事例

リハビリテーションや福祉
用具の活用事例を用い
て主任介護支援専門員
としての実践の振り返り
を行うことにより、リハビ
リテーションや福祉用具
等の活用に係る実践上
の課題や不足している視
点を認識し分析する手法
を深める。
また、分析結果を踏まえ
た資質向上に必要な取
組と実践における改善策
を講じることができる知
識・技術を修得する。

・各自が担当しているリハビリテーションや福祉
用具の活用に関する主任介護支援専門員とし
ての実践事例について振り返り、意見交換等を
通じて、課題や不足している視点を認識し分析
する。分析に必要な根拠を明確にすることによ
り改善策を講じ、資質向上に向けた介護支援専
門員に対する指導及び支援を実践することがで
きる知識・技術を修得する。
・リハビリテーションや福祉用具の活用をするに
当たって重要となる医師やリハビリテーション専
門職等との連携方法等ネットワークづくりの実
践について、課題や不足している視点を認識し
分析する手法及び改善指導に関する講義を行
う。
・リハビリテーションや福祉用具の活用を検討す
るに当たり、インフォーマルサービスも含めた地
域の社会資源を活用したケアマネジメントの実
践において、社会資源の開発など地域づくりの
視点を含め、課題や不足している視点を認識し
分析する手法及び改善指導に関する講義を行
う

講義及び
演習6時
間

主任介護支援専
門員としての実践
の振り返りと指導
及び支援の実践
・看取り等におけ
る看護サービスの
活用に関する事
例

看護サービスの活用が
必要な事例を用いて主任
介護支援専門員としての
実践の振り返りを行うこ
とにより、看護サービス
の活用に係る実践上の
課題や不足している視点
を認識し分析する手法を
深める。
また、分析結果を踏まえ
た資質向上に必要な取
組と実践における改善策
を講じることができる知
識・技術を修得する。

・各自が担当している看護サービスの活用に関
する主任介護支援専門員としての実践事例に
ついて振り返り、意見交換等を通じて、課題や
不足している視点を認識し分析する。分析に必
要な根拠を明確にすることにより改善策を講じ、
資質向上に向けた介護支援専門員に対する指
導及び支援を実践することができる知識・技能
を修得する。
・看護サービスを活用するに当たって重要となる
医師や看護師等との連携方法等ネットワークづ
くりの実践について、課題や不足している視点
を認識し分析する手法及び改善指導に関する
講義を行う。
・看護サービスの活用を検討するに当たり、イン
フォーマルサービスも含めた地域の社会資源を
活用したケアマネジメントの実践において、社会
資源の開発など地域づくりを含め、課題や不足
している視点を認識し分析する手法及び改善に
関する講義を行う。

講義及び
演習6時
間

平成２８年度主任介護支援専門員更新研修カリキュラム



主任介護支援専
門員としての実践
の振り返りと指導
及び支援の実践
・認知症に関する
事例

認知症に関する事例を
用いて主任介護支援専
門員としての実践の振り
返りを行うことにより、認
知症の要介護者等に関
する実践上の課題や不
足している視点を認識し
分析する手法を深める。
また、分析結果を踏まえ
た資質向上に必要な取
組と実践における改善策
を講じることができる知
識・技術を修得する。

・各自が担当している認知症ケースに関する主
任介護支援専門員としての実践事例について
振り返り、意見交換等を通じて、課題や不足し
ている視点を認識し分析する。分析に必要な根
拠を明確にすることにより改善策を講じ、資質
向上に向けた介護支援専門員に対する指導及
び支援を実践することができる知識・技能を修
得する。
・認知症の要介護者等並びに家族への支援に
当たって重要となる医療職をはじめとする多職
種、地域住民との連携方法等ネットワークづくり
の実践について、課題や不足している視点を認
識し分析する手法及び改善指導に関する講義
を行う。
・認知症の要介護者等の支援方法を検討する
に当たり、インフォーマルサービスも含めた地域
の社会資源を活用したケアマネジメントの実践
おいて、社会資源の開発など地域づくりを含
め、課題や不足している視点を認識し分析する
手法及び改善指導に関する講義を行う。

講義及び
演習6時
間

主任介護支援専
門員としての実践
の振り返りと指導
及び支援の実践
・入退院時等にお
ける医療との連携
に関する事例

入退院時等における医
療との連携に関する事例
を用いて主任介護支援
専門員としての実践の振
り返りを行うことにより、
医療との連携に関する実
践上の課題や不足してい
る視点を認識し分析する
手法を深める。
また、分析結果を踏まえ
た資質向上に必要な取
組と実践における改善策
を講じることができる知
識・技術を修得する。

・各自が担当している入退院時等における医療
との連携に関する主任介護支援専門員としての
実践事例について振り返り、意見交換等を通じ
て、課題や不足している視点を認識し分析す
る。分析に必要な根拠を明確にすることにより
改善策を講じ、資質向上に向けた介護支援専
門員に対する指導及び支援を実践することがで
きる知識・技能を修得する。
・入退院時等において重要となる医療職をはじ
めとする多職種との連携方法等ネットワークづく
りの実践について、課題や不足している視点を
認識し分析する手法及び改善指導に関する講
義を行う。
・入退院時における支援を検討するに当たり、イ
ンフォーマルサービスも含めた地域の社会資源
を活用したケアマネジメントの実践において、社
会資源の開発など地域づくりを含め、課題や不
足している視点を認識し分析する手法及び改善
指導に関する講義を行う。

講義及び
演習6時
間



主任介護支援専
門員としての実践
の振り返りと指導
及び支援の実践
・家族への支援の
視点が必要な事
例

家族への支援の視点が
特に必要な事例を用いて
主任介護支援専門員とし
ての実践の振り返りを行
うことにより、家族への支
援の視点も踏まえた実践
上の課題や不足している
視点等を認識し分析する
手法を深める。
また、分析結果を踏まえ
た資質向上に必要な取
組と実践における改善策
を講じることができる知
識・技術を修得する。

・各自が担当している家族がへの支援が特に必
要なケースに関する主任介護支援専門員として
の実践事例（地域や事業所の介護支援専門員
に対する個別指導・支援、地域や事業所におけ
る人材育成の実施、ネットワークづくりや社会資
源の開発など地域づくり）について振り返り、意
見交換等を通じて、課題や不足している視点等
を認識し分析する。分析に必要な根拠を明確に
することにより改善策を講じ、資質向上に向け
た介護支援専門員に対する指導及び支援を実
践することができる知識・技能を修得する。
・家族に対する支援にあたり重要となる関係機
関、地域住民をはじめとする多職種との連携方
法等ネットワークづくりの実践について、課題や
不足している視点等の認識と分析及び改善に
関する講義を行う。
・家族支援が必要なケースを検討するに当た
り、インフォーマルサービスも含めた地域の社会
資源を活用したケアマネジメントの展開の実践
について、社会資源の開発など地域づくりを含
め、課題や不足している視点等の認識と分析及
び改善に関する講義を行う。

講義及び
演習6時
間

主任介護支援専
門員としての実践
の振り返りと指導
及び支援の実践
・社会資源の活用
に向けた関係機
関との連携に関す
る事例

社会資源の活用に向け
た関係機関との連携に
関する事例を用いて主任
介護支援専門員としての
実践の振り返りを行うこ
とにより、利用者が活用
することができる制度に
関する知識及び関係機
関等との連携に係る実践
上の課題や不足している
視点等を認識し分析する
手法を深める。
また、分析結果を踏まえ
た資質向上に必要な取
組と実践における改善策
を講じることができる知
識・技術を修得する。

・各自が担当している他制度（生活保護制度、
成年後見制度等）を活用している主任介護支援
専門員としての実践事例（地域や事業所の介護
支援専門員に対する個別指導・支援、地域や事
業所における人材育成の実施、ネットワークづく
りや社会資源の開発など地域づくり）について
振り返り、意見交換等を通じて、課題や不足し
ている視点等を認識し分析する。分析に必要な
根拠を明確にすることにより改善策を講じ、資
質向上に向けた介護支援専門員に対する指導
及び支援を実践することができる知識・技能を
修得する。
・他の制度を活用するにあたり重要となる関係
機関、多職種との連携方法等ネットワークづくり
の実践について、課題や不足している視点等の
認識と分析及び改善に関する講義を行う。
・他の制度を活用するに当たり、インフォーマル
サービスも含めた地域の社会資源を活用したケ
アマネジメントの展開の実践について、社会資
源の開発など地域づくりを含め、課題や不足し
ている視点等の認識と分析及び改善に関する
講義を行う。

講義及び
演習6時
間



主任介護支援専
門員としての実践
の振り返りと指導
及び支援の実践
・状態に応じた多
様なサービス（地
域密着型サービ
ス、施設サービス
等）の活用に関す
る事例

状態に応じた多様なサー
ビス（地域密着型サービ
ス、施設サービス等）の
活用に関する事例を用い
て主任介護支援専門員
としての実践の振り返り
を行うことにより、多様な
サービスの活用に係る実
践上の課題や不足してい
る視点を認識し分析する
手法を深める。
また、分析結果を踏まえ
た資質向上に必要な取
組と実践における改善策
を講じることができる知
識・技術を修得する。

・各自が担当している地域密着型サービス等の
多様なサービスを活用している主任介護支援専
門員としての実践事例について振り返り、意見
交換等を通じて、課題や不足している視点を認
識し分析する。分析に必要な根拠を明確にする
ことにより改善策を講じ、資質向上に向けた介
護支援専門員に対する指導及び支援を実践す
ることができる知識・技能を修得する。
・状態に応じた多様なサービスを活用するにあ
たり重要となる関係機関、介護サービス事業者
との連携方法等ネットワークづくりの実践につい
て、課題や不足している視点を認識し分析する
手法及び改善指導に関する講義を行う。
・状態に応じて多様なサービスを活用したケア
マネジメントの実践において、社会資源の開発
など地域づくりを含め、課題や不足している視
点を認識し分析する手法及び改善指導に関す
る講義を行う。

講義及び
演習6時
間
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